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【報告内容】

1 保険業の現代的課題
2 生命保険市場の効率性と有効競争
3 逆ザヤの問題と有効競争
3 保険金不払い問題と市場成果
4 有効競争のあり方をめぐって
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保険業の現代的課題

①社会の経済厚生
1）生産の効率性
2）分配の公正性

②分配の公正性を構成する概念
1)報酬の公平性
2）保障の均等性
3）負担の公平性
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③保険における公正性
1)社会保険（強制加入）
保障の均等性、加入者間の負担の公平性を
重視
2）生命保険（任意加入）

任意加入の加入者から構成される保険団体
のなかで、保障の均等性、加入者間の負担の
公平性を重視（限定的）

④保険金不払い問題（支払い漏れ含む）

保険者と加入者の取引関係の公平性が問題
→しかし、公正の概念の客観的規定は困難。

保険業の現代的課題
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⑤有効競争の特徴
1）目的

市場競争の利点と規模の経済性を同時に享
受する市場の実現を目的とする

2）分析手法
種々の競争形態の市場構造の下での、企業

の行動（市場行動）を分析し、その行動によって
市場がどのような状態にあるのか（市場成果）
を評価する

3）主観的価値判断の影響
完全競争と比べて「曖昧さ」が残る

保険業の現代的課題
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⑥わが国の生命保険業

1）監督行政の規制
2）高い参入障壁
3）実質的な製品差別化が困難
4）生命保険会社の多くは逆ザヤによって利差損
を抱えており、財務健全化のために種々の経営
政策を取っている
5）保険金不払い問題

→有効競争の観点から、生命保険業の効率性
と公平性を考察

保険業の現代的課題
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生命保険市場の効率性と有効競争

①規模の経済性（生産の技術的効率性）
生産物の増加にともなって、長期的な平均費

用の低下する現象

②生命保険業の規模の経済性
生命保険会社は 、保有契約高の拡大と事業

費の改善から費差益を確保

③カルテル料率と規模の経済性
費用構造の優れた、企業規模の大きな生命

保険会社は、超過利潤（レント）を享受
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生命保険市場の効率性と有効競争

④非価格競争の展開
超過利潤を得る生命保険会社は、生命保

険需要を誘引するための広告や販売活動を
重視

⑤有効競争としての配当競争
価格の事後調整機能である契約者配当を利

用して、保険料支払いの実質的負担を軽減し
（間接的な価格競争） 、製品差別化を実現
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逆ザヤの問題と有効競争

①バブル期以前の生命保険会社の行動
1）貯蓄性の高い保険商品（養老保険、終身保

険）の販売
2）保有契約高の拡大にともなって増大する保

有資産の運用から含み益や内部留保を形成
3）保有契約高拡大行動と保有資産拡大行動に

よって、高水準の契約者配当を実現
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②現在の生命保険会社の市場行動
1）金融環境の変化による生命保険会社の金

融収益の低下（利差損の発生、経営の不安定
化）

2）利差損を費差益と死差益で補填し、収益構
造の改善を図る

3）生命保険会社の商品政策の変化
（貯蓄性より保障性を重視）

4）費差益の確保を目的として、生命保険会社
の規模の経済性の追求はますます重要に

逆ザヤの問題と有効競争
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逆ザヤの問題と有効競争

③利差損の解消と配当競争
利差損の解消による財務の健全化を目的と

して、配当競争は暗黙的・明示的な協調的行
動の傾向へ（消極的な配当競争）

④逆ザヤ問題と有効競争
1）規模の経済性を追求するために保有契約

高拡大行動を志向する。
2）一方で有効競争として期待された契約者

配当は価格の事後調整機能に留まる
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保険金不払い問題と市場成果

①生命保険会社の保険金不払い・支払い漏
れ（保険金不払い問題）

1）本来の趣旨と異なる厳格な告知義務違反
の適用

2）営業職員による不適切な募集行為に従っ
た保険契約について告知義務違反を適用（モ
ラル・ハザード）

3）保険金支払い査定部門の職員による書
類の必要事項の見落とし（ヒューマン・エラー）



13

保険金不払い問題と市場成果

②生命保険会社の保険金不払い・支払い漏れ
1）契約者と保険会社について情報が完備さ

れた保険市場を想定した場合、契約者の効用
と保険会社の利潤を高めるような保険取引が
行われる

2）このような市場で、契約者と保険会社は保
険料と保険金の交換を行っており、両者の資
産水準の均衡するところでは効率的な資源配
分が達成される

3）しかし、保険金不払いは、費用としての保
険金を保険会社に留めるので、保険取引によ
る効率的な資源配分が歪曲される
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保険金不払い問題と市場成果
③保険金不払い・支払い漏れの要因

1）このような保険金不払い現象は、保険会社
が契約者に対して十分な情報を提供・説明して
いないことに起因する

2）保険会社の提供すべき情報
・変額年金保険など保険商品のリスク
・保険加入時の告知義務
・保険金請求の周知徹底
・保険会社内部の管理体勢

3）保険取引をめぐって契約者は情報劣位者
にある
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保険金不払い問題と市場成果

④保険金不払いをめぐる生命保険会社のモラ
ル・ハザード

1）モラル・ハザードを、取引相手の行動を監視
できない状況で、取引相手の利得最大化行動に
よって経済的不利益を被ることと定義する

2）保険取引めぐる種々の情報は、生命保険会
社に偏在している（契約者の監視は困難）

3）生命保険会社の財務状況の改善を図るた
めに保険金不払い・支払い漏れが恣意的に行わ
れる限り、生命保険会社のモラル・ハザードと解
される
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保険金不払い問題と市場成果

⑤保険金不払い問題と契約者の公平性
1）保険金不払い問題は、契約者間の保険料

負担の不公平をもたらす
2）保険会社と比べて契約者は情報優位な保

険市場を想定し、また契約者は低リスクと高リス
クのグループに分類されるとする

3）このような市場では、各契約者は自身のリ
スクを認知・理解しているので、高リスクの契約
者が自身のリスクを隠して低リスクの契約をしな
いように保険会社は種々の制約を設けている
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保険金不払い問題と市場成果

4）生命保険契約の制限
・医的診査、既往歴の告知
・割高な保険料による加入
・標準下体保険への加入
・保険金の減額・不払い
・保険契約の解除
5）ところが、生命保険会社による保険金不払

い・支払い漏れは、本来保険金を受け取ること
のできた低リスクの契約者について、モラル・ハ
ザードを誘発する高リスクの契約者とみなした
状況に等しい。



18

保険金不払い問題と市場成果
6）このように本来、保険金を受け取ることので

きる低リスクの契約者について保険金不払いを
行えば、低リスクの契約者の保険料負担は、適
切に保険金を受け取る同じリスクをもつ契約者
と比べて、大きく感じる

7）これは同じ契約者の間で、リスクに応じた保
険料負担がなされていないので、保険料負担を
めぐって契約者のあいだで公平性を損ねている
8）したがって、自身のリスクを知る低リスクの契
約者は、当該保険契約を解約するか、あるいは
適切な保険料を提示する保険会社の保険購入
を志向する。
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有効競争のあり方をめぐって

①逆ざやの解消を目的とした規模の経済性（効率
性）の追求
②公正な保険取引による契約者間の不公平性、契
約者と保険会社の間の不公平性の縮小
③生命保険会社の保険商品に対する認識の徹底

（保険商品は主要機能と付随的機能をもつ）
1）主要機能・・・適切な保険経営による経済的保

障の提供
2）付随的機能・・・保険取引における種々の情報

提供など経済的保障の達成を適切に実行するため
のサービスの徹底
④保険についての適切な認識・理解の啓発
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